
２
０
１
２
年
の
幕
開
け
で
す
。

新
年
は
辰
年
、
龍
の
よ
う
に
天
高

く
「
貧
困
と
格
差
を
な
く
し
た
い
。

暮
ら
し
と
政
治
を
よ
く
し
た
い
」

み
な
さ
ん
は
新
た
な
決
意
で
、
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
２
年

余
り
。
暮
ら
し
が
よ
く
な
っ
た
実

感
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

や
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
公
約
違

反
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
齢
者
を
差
別
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
せ
ず
、
年

金
は
減
ら
す
！
消
費
税
は
２
倍
に
？

「
と
ん
で
も
な
い
、
ど
う
や
っ
て

く
ら
す
の
か
！
」
「
消
費
税
は
上

げ
な
い
と
言
っ
て
い
た
で
は
な
い

か
！
」
怒
り
の
声
が
轟
々
と
広
が
っ

て
い
ま
す
。
重
大
な
の
は
、
民
主

党
が
こ
う
し
た
公
約
違
反
の
政
治

を
自
民
党
、
公
明
党
と
一
緒
に
進

め
て
い
る
こ
と
で
す
。
民
主
党
と

自
民
党
は
政
治
の
中
身
で
は
違
い

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
２
大
政
党

で
は
政
治
は
よ
く
な
ら
な
い
と
言

う
こ
と
が
ま
す
ま
す
ハ
ッ
キ
リ
し

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
国
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
「
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
」
の
正
体
を
暴
き
、
社
会

保
障
き
り
捨
て
消
費
税
増
税
に
き
っ

ぱ
り
反
対
で
す
。
区
民
の
命
、
暮

ら
し
応
援
の
た
め
積
極
提
案
で

全
力
を
あ
げ
ま
す
。

政
治
の
ゆ
き
ず
ま
り
を
前
向

き
に
打
開
で
き
る
の
は
日
本
共

産
党
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
国

民
の
く
ら
し
と
日
本
の
進
路
を
め

ぐ
り
、
財
界
中
心
、
ア
メ
リ
カ
い

い
な
り
の
「
２
つ
の
異
常
」
な
や

り
方
で
支
配
層
の
「
２
大
政
党
」

戦
略
の
破
綻
が
直
面
し
て
い
ま
す
。

３
・
11
大
震
災
以
来
、
国
民
の

価
値
観
が
変
わ
り
、
福
島
原
発
事

故
な
ど
政
府
の
都
合
の
い
い
こ
と

ば
か
り
巨
大
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に

憤
り
、
新
た
な
情
勢
が
広
が
り
、

前
進
の
波
を
起
こ
す
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
変
革
者
、
開
拓
者
の
精
神
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
国
の
悪
政
か

ら
区
民
を
守
る
区
の
役
割
を
果

た
せ
と
、
12
月
議
会
で
積
極
的

な
提
案
で
迫
り
ま
し
た
。

足
立
区
は
苦
し
む
区
民
の
生
活

を
踏
み
つ
け
過
去
最
高
１
０
８

２
億
円
も
の
基
金
を
た
め
み
区

民
に
牙
む
く
近
藤
区
長
と
自
民
、

公
明
、
民
主
の
区
政
で
す
。

介
護
保
険
料
、
国
保
の
値
上

げ
、
学
校
開
放
有
料
化
、
認
可

保
育
園
は
１
箇
所
も
作
ら
ず
、

学
校
統
廃
合
計
画
は
強
引
に
進

め
る
、
区
民
無
視
の
や
り
方
で

す
。７

名
の
党
区
議
団
は
、
今
年

も
区
政
を
動
か
す
力
を
発
揮
し
、

区
民
の
願
い
実
現
で
今
年
も
が

ん
ば
り
ま
す
。

新
年
は
元
旦
の
西
新
井
大
師

の
新
春
街
宣
を
区
議
団
全
員
で

大
島
よ
し
え
都
議
と
行
い
、
１

月
４
日
か
ら
は
竹
ノ
塚
駅
東
口

の
朝
宣
伝
・
通
算
２
１
３
２
回
、

「
こ
ん
に
ち
は
伊
藤
和
彦
で
す
」

ニ
ュ
ー
ス
は
９
４
０
号
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。

足
立
区
議
会
議
員

伊
藤
和
彦

こんにちは伊藤和彦です ２０１２年１月１日・８日合併号 ＮＯ.９４０ （発行会派.日本共産党足立区議団.責任者伊藤和彦）

国
民
の
声
で
政
治
が
動
く
時
代

み
な
さ
ん
と
と
も
に

決
意
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770
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第１９回北部ふれあいまつり

陣川戸公園で同実行委員会とともに「東日本大震災の

被害者支援と原発ゼロめざして」、太鼓、民謡、テナー

サックス演奏、被災地の写真展示や署名に取り組みのべ

１０００人の参加で楽しく交歓し対話が広がりました。

2011年10月30日

伊藤和彦区議会議員

地元要望で花畑団地を住みよくするためにＵ

Ｒ住宅・都営住宅にエレベーター設置を代表

質問で取り上げ、建築違反・工場不認可・生

コン工場の大型車、振動、騒音について建設

委員会で住民の声を届け質疑しました。

原発から撤退を求める署名活動

「原発はヒロシマ、長崎の原子爆弾と同じで怖いです。

子どもや将来のために原発なくしてほしい！」の声。

区議団とともに街頭署名行動をする伊藤和彦区議

放射能能汚染測定を区民とともに行い区に

除染を要望し改善させました。

区民の願い実現向けて代表質問
2011年12月2日本会議、区民の願い実現向

け積極的提案しました。

認可保育園をつくれ！と要望

区長に緊急申し入れしました。

11月24日

被災地支援・石巻市にボラン

ティア支援に参加。


